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近

代
日

本
に

お

け
る

道

徳
教
育

　
　

　

新
渡
戸
稲
造
の

場
合

森
　
卜

　
優
　
子

　

本
発
表
で

は
、

近
代
日

本
に

お

け
る

キ
リ

ス

ト

者
新

渡
戸
稲
造
（

一

八

六
ニ

ー
一

九
三一
二

）

の

教
育
者
と
し

て

の

活
動
に

着
目

し
、

特
に
、

大
衆

に

向
け
た

「

社
会
教
育
」

の

意

義
に

つ

い

て

考
察
し

た
い

と

思
う。

　

新
渡
戸
は
、

明
治
末
期
か
ら

大
正

期
に

か

け
て

教
育
活
動
を
積
極
的
に

展

開
し

て

い

る
。

彼
は
、

一

九
〇

六

（

明
治
＝ ．
十
九
）

年
に

第

＝
咼

等
学

校

長
に

就
任
す
る

。

一

九

＝
二

（

大
正一
．

）

に

は

第

工
咼

等
学
校
長
を
退

任

す
る

も
の

の
、

一

九
一

八

（
大
正
七
）

年
に

は
、

東
京
女
子
大
学
初
代

学
長
に

就
任
す
る

な
ど
、

日
本
の

最
高
学
府
を
中
心
と

す
る

教
育
機
関
に

お
い

て

学
校
教
育
活
動
を

積
極
的
に

行
っ

て

い

る
。

第

工
局

等
学
校
で

は

「

倫
理
」

の

教
鞭
を
と

る

な
ど
、

青
年
た

ち
の

人
格
形

成
に

尽
力
し

た
。

さ

ら
に
、

学
校
教

育
活
動
と
並

行
し
て

、

新
渡、
尸

は

雑

誌
『

実

業
之
日

本
』

を
主
と

し
て

修
養
論
を
執
筆・
し

て

い

る
。

　
『

実
業
之
日

本
』

は、

一

八

九

七
（
明
治
二
十）

年
に

創
刊
さ
れ
た

経
済

雑
誌
で

あ
る．、

当
時、

日
本
で

は

資
本
主

義
が

浸
透
し
、

立

身
出
世
し

て

お
金
を

儲
け
る

こ

と

に

人
々

の

関
心
が

高
ま
っ

て

お

り、

そ

れ
が
生
き
る

目

的
の

ひ

と
つ

と

化
し
て

い

た
。

『

実
業
之
日

本
』

も
他
の

雑
誌
と

同

様

に
、

「

成
功
」

の

秘
訣
や
「

成
功
」

者
の

苦
心

譚
な
ど

の

記
事
を
掲
載
し

た
。

し

か
し

、

実
業
之
日

本
社
社
長
の

増
田
義
一

は
、

「

成

功
」

を
「

自

己
の

個
性
を

完
成
し
、

模
範
的
人

物
と
な
っ

て

人
に

感
化
を

与
え

る
」

（
『

実
業
之
日

本
社
百

年
史
』

）

こ

と
で

あ
る

と

し、

掲
載

す
る

記
事
に

お

け
る

修
養
論
の

充
実
を

図
っ

た
。

こ

の

面
は

「

実

業
之
凵

本
』

の

独
自
性

と

言
え
る

だ
ろ

う
。

　

新
渡
戸
は

増
田

に

懇
願
さ
れ
、

一

九
〇

九

（

明
治
四

十
二
）

年
に、

実

業
之
日
本
社
の

編
集

顧
問
に

就
任
し

、

『

実

業
之
日
本
」

に

ほ
ぼ

毎
号
修

養
論
の

記
事
を

掲
載
し

て

い

っ

た
。

新
渡
戸
は

人

格
形
成
が
家
庭
教
育
や

学
校

教
育
だ

け
で

は

な

く、

雑

誌
と
い

う
メ

デ

ィ

ア

に

よ

る

「

社

会
教

育
」

も

担
う
べ

き
こ

と
を

認
識
し、

階
層
を

超
え
た

国
民
の

教
化
に

取
り

組
ん

だ
と

言
え
る

だ
ろ

う。

　

新
渡
戸
は
、

「

余
は

何

故
実
業
之
日
本
杜
の

編

集
顧
問
と
な

り
た
る

か
」

（
『

実
業
之
日

本
』

　一

九
〇

九

年
一

月
一

日

号
）

の

な
か
で
、

「

逆
境
に

苦

し

ん

で

居
り、

微
力
な

が

ら

僕
の

如
き
も
の

に

頼

り
て

何
と

か
運

命
を
発

展
し
た

い

と
望
で

居
る

も
の
」 、

「

煩
悶
し

て

盾
る

人
」

に

「

慰
安
を
与
へ

た

い
」

と

語
っ

て

い

る
。

彼
が．
半
易
な

文
章
で

読
者
に

語
り
か
け
る

方
法

を

採
っ

た

の

は
、

自
身
が

青
年
期
に

煩
悶
状
態
に

陥
り、

書
物
に

よ

り
救

わ

れ
た

と
い

う
体
験
が

あ
る

か

ら
で

は

な

い

だ
ろ

う
か

。

彼
の

場
合、

そ

れ

は

カ

ー

ラ

イ
ル

の

サ

ー

タ

ー
・

リ
ザ
ー

タ

ス

で

あ
っ

た
。

新
渡
戸
は
、

そ

れ

を
三

十
回

以
上
も

繰
り
返

し
て

読
み

、

後
に

は
、

そ
れ
に

関
す
る

講

義
ま
で

行
っ

て

い

る
。

こ

の

出

会
っ

た

良
き

書
物
が

、

新
渡
戸
の

精
神
的

糧
と
な

り、

そ

の

体
験
が
、

修
養
論
の

執
筆
へ

と

彼
を

掻
き
立

て

た

と

推

測
さ
れ

る
。

　

新
渡
戸
の

修
養
論
の

特
徴
に

つ

い

て

み

て

み

よ

う
、

彼
は
、

物
質
的
な

豊
か

さ

の

追
求
を
人
生
の

目

的
と

す
る

こ

と
に

消

極
的

な
態
度
を
示
し
て

い

る
。

そ

の

背
景
に

は
、

物
質
的
な

薯
か

さ
を
追

う
こ

と
は
、

他
者
と

の

競
争
を

引
き
起
こ

し
、

実

力
主

義
の

社

会
を
生
み

出

す
こ

と

に

な
る

と

い

う
考
え
が

あ
っ

た
と
思
わ
れ

る
。

彼
は
互
い

の

人

格
を

尊
重
し
、

他
者
と

共
存
す
る

社
会
を
目

指
し
た

。

だ
か

ら
こ

そ
、

修

養
論
の

中
心
的
論
点
と
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し
て、

人
間
が
生
き
る

基
盤
に

「

宗
教
」

を

置
き、

そ
の

力
を

支
柱
と
し

た
「

心
」

を
人

間
の

行
動
の

起

点
と
し

強
調
し
た
の

で

あ
ろ

う
。

こ

こ

に

当
時
の

日
本
社

会
へ

の

新
渡
戸
の

批
判
の

目

を

見
い

だ

す
こ

と
が

で

き
る

の

で

あ
る

。

河
野
省
三

の

神
道
観

　

i
神
道
教
育
に

関
す
る

埋
論
を
中
心
に

中

　
道

　
豪

　
本
発

表
は、

大
正
か
ら

昭
和
に

か
け
て

活
躍
し
た

神
職
・

神
道
学

者
、

河
野
省
三

（
明

治
一

五

−

昭
和．．
一
八）

の

神
道
観
に

考

察
を
加
え
た

も
の

で

あ
る

。

特
に

神
道
教

育
に

関

係
す
る

理

論
を
抽
出
し

検
討
を
加
え
た
点

が
特
徴
と
い

え
る

。

　
発
表
者
は
「

河
野
省．
二

の

神
道
教
育
」

（
『

神
道
宗
教
」

第
二
］

九

号
、

平
成
二

二
）

で

河
野
省
三
の

神
道
教
育
に

関
す
る

論
考
を
発
表
し
た

。

そ

こ

で

論
及
し
た
の

は
、

河
野
自

身
の

神
道

観
に

基
づ

く
教
育
活
動
で

あ
っ

た
。

特
に

伝
統
的
な
復
古

神
道

観
を
継

承
し
な
が
ら

、

実
際
生
活
に

関
わ

る

提
言
を
な
し
た
点
は
見
逃
し

難
く、

日

本
心
（
や

ま
と

こ

こ

ろ）

の

主

張
は
、

現
代
の

神
道
教
育
に

お
い

て

も

刮
目

す
べ

き
点
が
多
い

。

よ

っ

て

本
発
表
は
、

そ

う
し
た
成

果
を
踏
ま
え、

河

野
の

神
道
観
を、

神
道
教
育

に

関
係
す
る

理

論
−
目

本

心
と
、

そ

の

展
開
の

諸
相
i
を

中
心

に

指
摘

し、

考
察
を
加
え
た

。

　
河
野
は
、

大
正
四
年
に

石
川

岩
吉
の

後
任
と
し
て

国
学
院
大
学
講
師
に

就
任、

そ
の

後
は
教
務
課
長

、

教
授
を
歴
任
し、

昭
和
一

〇
年
に

は

同
大

学
出

身
者
初
の

学
長
に

就
任
し
た

。

戦
前
の

研
究
か
ら
昭
和
二

三

年
に

公

職
不
適
格
と
さ
れ

る

も、

同
二

六

年
に

は

解
除
さ
れ
る

経
歴
を
も
つ

。

昭

和
二

七
年
に

は

埼
玉

県
神
社
庁
長
を
務
め
、
．

二

六
年
に

は

紫
綬

褒
章
を
受

け
る
な
ど

社
会

的
功

績
は
刮
日
す
べ

き
も
の

が

あ
る

。

　
そ

う
し
た
活

動
を

考
え
る
際
に

重
要
な
要
素
が、

生
家
の

生

活
環
境
で

あ
る

。

河
野
は

、

明
治
一

五
年
八
月
一

〇

日、

埼
玉
県
北
埼
玉

郡
騎

西
町

に

鎮
座
す
る

玉

敷
神
社
の

神
職
河
野
禄
郎
の

次
男
と

し
て

生
を

受
け
る

。

玉
敷

神
社
は
埼
玉

県
北
部
随
一

の

古
社
（
式
内
社）

で

あ
り

、

江
戸

時
代

に

は
久
伊
豆
大

明
神
と

称
さ
れ

、

勝
西
領
の

総
鎮
守
と
し
て

崇

敬
を

受
け

た
歴

史
を
持
つ

。

河
野

は
明
治一、
一
八

（
二

四
歳）

に

社
司
を
拝

命
し、

私

立
埼
玉
中

学
校

勤
務
時
代

、

国
学
院
大
学
勤
務
時
代
も
神
職
と
し
て

の

神

明
奉

仕
を

継
続
し

て

い

る

こ

と

か
ら
も、

こ

う
し
た
環
境
が
河

野
の

言
動

に

及
ぼ
し
た

影
響
は

見
逃
し
難
い

。

『

神
道
と

国
民
生

活
』

（
神

祗
院

教
務

局
指

導
課

、

昭

和
］

七）

で

述
べ

て

い

る

「

所
謂
神
の

道
が
人

間
生

活
を

離
れ
た
抽

象
的
な
或
は
一

方
に

偏
っ

た

職
業
的
な
も
の

と

し
て

思
わ
れ

、

又
考
え
ら

れ
た

結
果
と

し
て、

神
道
が
国
民
生

活
か
ら
遊
離
し
て

し
ま
っ

た
。

私
共
は
こ

の

国
民
生
活
か
ら
離
れ
て

遊
ん

で

居
る

神
道
を

根
本
の

所

に

立
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

と
い

っ

た

問
題
意
識
も

、

日

々

の

奉
仕
に

よ
っ

て

育
ま
れ

た

と

考
え
ら
れ
、

「

凵

本
心
」

等
の

主

張
も、

生

活

体
験

が
学
問
研
究
に

よ

っ

て、

発
展
し
た
産
物
と

指
摘
で

き
る

。

　
河

野
は

神
道
を

様
々

な

用
語
で

定
義

す
る

が、
「

日

本
民
族
の

伝
統
的

信
念
及
び

情
操
」

と
い

う
定
義
に
基
づ

き
理
解
を
進
め
る
と

、

そ
の

主

張

を
立
体
的
に

理

解
す
る

こ

と

が
で

き
る

。

河
野
は

神
道
の

分
析
を、

学
術

的
考
察
か

ら
導
か
れ
る

民
族
性

、

情
緒
的
考
察
か
ら
導
か
れ
る

日

本
心
に

分
け
て

行
っ

て

い

る
。

学
術
的
考
察
結

果
が、

民
族
性
・

伝
統

的
信
念
で

（1065）231

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


